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研究成果の概要（和文）： 哺乳･離乳･固形食摂取の発達に関連して，養育者と子どもとの葛藤

や調整の問題を中心に質問紙調査（インターネット調査を含む）･行動観察・インタビュー等を

行い，総合的に考察した。その結果，子どもの食が彼らの能動性の反映であり，親と子がそれ

ぞれの主体性を示し合う場となり，それが葛藤と調整を生んでいること，そこには時代的変遷

が反映されることなどが示された。 

 

研究成果の概要（英文）：Development of breast-/bottle feeding, weaning, and solid-feeding 

were studied with questionnaire, interviewing, and observation with a special attention to 

parent-child conflict and negotiation. The results showed that children’s eating is a sign of 

their active participation which brings mutual assertions of care-givers and children 

resulting in conflict and negotiation. A trend of the times was reflected in it. 
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２．研究の目的 

 子どもの食は，それを用意し提供する親や
保育士などの養育者と子どもとの社会的相
互作用の場面であり，また動物としての子ど
もの積極性･能動性の発露の場面である。そ
こでは養育者と子どもの主体性がぶつかり
合う契機をはらんであり，葛藤の舞台ともな
る。本研究はそういった，大人が子どもの未
熟な食を正しい方向に導くという食育の思
想とは異なる姿を多面的に追究するために
計画され実施された。 

 

３．研究の方法 

 本研究の方法は多岐にわたるが，概ね以下
のとおり要約できる。 

（１） 質問紙調査 

① 離乳の全国調査：全国の保健センターを
サンプリングし，３歳児健診の場で母親
に質問紙を配付して，自身がとった哺乳･
離乳の実践法やそこで生じた問題，子ど
もの食や健康の実態などの回答を求め，
返信用封筒で回収した。そして分析結果
を過去に行った全国調査と比較した。 

② 哺乳･離乳の世代間比較調査：関東と沖縄
において，現在乳幼児を育児中の母親と
その祖母に対し，同一内容の質問紙を配
付し，その回答を比較した。 

③ 離乳等の世代差や世代間伝達：沖縄にお
いて母親世代と祖母世代にインタビュー
調査を行った。 

④ 保育園に通う幼児を対象としたインタビ
ュー調査，保護者に対する質問紙調査を
実施した。 

⑤ インターネット調査：就学前の子どもを
持つ２５歳から４５歳までの母親約3000
人を対象に，インターネットを用いて，
家庭での食の意識と，授乳スタイルと後
の食の乱れの対応などについて質問し，
回答を得た。 

⑥ 保育園と家庭における質問紙調査：子ど
もを保育園に通わせる家庭において，保
育園での食にかかわる活動の実態と家庭
での食行動との関連などについて保護者
に質問した。 

 

（２） 観察調査 

① 哺乳の行動観察:新生児期から離乳開始
までにわたって，哺乳時の母子を追跡観
察し，哺乳に関する母子の駆け引きの様
態を分析した。 

② 離乳食の行動観察：離乳開始から１年間
にわたり，離乳食を巡る親子のやり取り
が家庭で継続的にビデオ観察された。 

③ 保育園と家庭の比較：保育園児の食行動
を 11 か月〜２８か月齢まで家庭と保育
園で観察し比較した。 

 

（３） その他 

① 育児雑誌の分析:子どもの食に関する過
去３０年にわたる育児雑誌の記事の内
容を分析し，その記載の変遷を調べた。 

② 哺乳･離乳に関する母親・祖母へのイン
タビュー調査：母親と祖母の二世代に対
して，哺乳･離乳の選択･実施にかかわる
規定要因や母親･祖母間の伝承あるいは
衝突について面接調査した。 
 

４．研究成果 
（１） 質問紙調査 
① 子ども達における離乳・食発達・健康の

実態を知るために、全国の保健センター
による３歳児健診の場で離乳調査への協
力を５４９９名に依頼し、同意を得た母
親から６７５名の回答を得た（回収率１
２．３％）。これは過去の調査資料と対
照させて母親の離乳行動がいかに時代の
影響を受けるものかを明らかにするもの
であり、実際に急速に離乳が後継してい
る実態が明らかにされた。 

② また主として固形食以降の子どもの食行
動，拒否，それに対する母親の感情、さ
らに子の健康状態・食習慣・母親の食意
識・療育態度等の把握のためのデータ入
力と一部解析を行った。離乳の全国調査
結果を集計し，過去の全国調査の結果と
比較した。母乳期間の長期化やそれに対
する保健センターの指導の影響などが明
らかになった。 

③ 一方，退院直前に子どもと同室した母親
が長期継続群に多く，また子どもが最初
に口にするものを母親でなく医療スタッ
フが決めた場合が早期終了群に多いなど，
出産時の病院での体験は，母乳終了の早
遅と有意に相関していた。離乳は親子間
の生物学的な葛藤であるが，それは社会
的にも枠づけられていた。 

④ 乳幼児の母親と乳幼児の孫がいる祖母を
対象とした質問紙調査を実施した。その
結果，子どもの食に関する技能の伝達は，
家族・親戚経由から専門家・メディア経
由へと変化していること，専門家志向の
高い母親は授乳・離乳の進め方について
柔軟性が低いこと，一方沖縄離島では，
祖母と母親のリンクが強い群と本土出身
の相対的に断絶度の強い群が併存してい
ることが示された。 

⑤ 就学前乳幼児を養育中の母を対象に行っ
たインターネット調査の結果について分
析を行った。1309名からの自由記述文を，
「対象」「内容」「特徴」別に計 31 項目
から内容分析をおこなった。インターネ
ット調査において要求授乳に関する因果
モデルを構築し，子どもの偏食傾向，食



 

 

への集中力のなさ，食への消極性は，母
親の偏食傾向と強く関連し，偏食の母親
は家族に対して偏った食環境を提供して
いることが明らかとなった。母親の授乳
スタイルは出産前の食生活から家庭にお
いて提供する食環境を予測する上でも重
要な行動であることが示唆された。 

⑥ 「携帯電話の通信機能を活用した食行動
測定システム」を活用し，親の食意識調
査と平行して親（ならびに家庭）の食行
動，食卓状況の測定を試み，子の食嗜好，
食行動の決定因としての，母の役割の重
要性を指摘する結果が得られた。さらに，
子と母の食の両者に影響を与える食環境
について，フードシステムの発展・現状
を分析した。 

⑦ 保育園に通う幼児を対象としたインタビ
ュー調査，保護者に対する質問紙調査を
実施した。個人差はあるものの，幼児は
保育園で経験した食に関わる活動（作物
栽培活動や給食，おやつ）を，他の活動
（遊びなど）より頻繁に家の人に話すこ
と，子どもがよく話をする家庭の親ほど，
保育園の食経験を好意的にとらえている
ことなどが明らかになった。 

 
（２）観察 
① 新生児期から生後 6 ヶ月までの乳児 2

名の授乳時の母子の相互作用を観察し
た結果，母子の間に葛藤が生じるのは，
1，2 ヶ月の乳児では眠りながら飲むこ
とが多くその状況において母親は授乳
をやめようとするとき，3 ヶ月以降は，
乳児が遊びのみをしたり指しゃぶりを
したりするときに母親が飲ませようと
するときであり，いずれの時期において
も母子それぞれの駆け引きを行いなが
ら調整されていくことが示された。 

② また離乳食開始から 1 年間，計 15～16
回の観察を母子 3組について行い，離乳
食を食べる－食べさせるというやりと
りが，母子の間でいかに組織化されてい
くかを分析した。食供給行動は７か月前
後で大きな変化点を迎えることがわか
り，母子相互作用上の節目と考えられた。 

③ 子どもは保育園よりも家庭で食事場面
での拒否行動が多く，また保育園の食で
は食事の前半よりも後半に拒否が多か
った。保育士はその拒否に対して子ども
の食の意思確認をするなど，子どもの主
体性をベースにしていた。 

 
 
（３）育児雑誌の分析：1970 年代～2000 年
代に発行された育児雑誌 2誌を分析したとこ
ろ，育児雑誌は専門的知識の伝達・指導型か
ら，悩み共有・励まし型へと変化しているこ

とが示された。 
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